
平成30年3月 ④

平成30年4月１日現在
外来診療担当医一覧表

人工ペースメーカー外来 
リウマチ外来 
不妊症外来 
難聴 ・ 補聴器外来 
ペインクリニック 
禁煙外来 
頭痛外来 
スポーツ外来 
膝関節外来 
健康診断（予約制） 
機能的脳神経外科 
手の外科 
骨軟部腫瘍 
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

赤字は今月の変更です

総合診療

内　 科

精神科

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

神経内科

脳神経外科

機能的脳神経外科

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

佐 藤   穣

板 敷 康 隆

早 野 智 子

（午後外来は予約制）

矢 原 　 昇
近 藤 潤 也

矢 原 　 昇

佃 　 利 信

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友

峯 　 孝 友
栗山龍太郎

小 林 　 博

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

泉 原 昭 文

佐 藤   穣

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

安 部 俊 弘
蘓 村 秀 明
北 原 正 博

安 部 俊 弘

坂 口 栄 樹

佃 　 利 信

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

富 永 康 弘
伊原公一郎

鄭 　 泰 秀 西 嶋 　 淳
（10時から）

小 林 　 博

星 　 文 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

佐 藤 　 穣

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴 原 　 隆

田中信一郎

前 田 祥 成
近 藤 潤 也

古 谷 　 圭

前 田 祥 成

佃 　 利 信

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

河 村 洋 行
栗山龍太郎

鄭 　 泰 秀

小 林 　 博

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊 藤 　 剛
（林　公一）（新患受付） （再　診） （再　診） （再　診）

佐 藤 　 穣

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加 藤 香 織 先成このみ
佐 野 宏 徳

田﨑　彩子

矢 原 　 昇
林 　 弘 人
北 原 正 博
古 谷 　 圭

矢 原 　 昇

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾

北 　 仁 志
（術前診察）

北 　 仁 志
（術前診察）

藤 田 文 彦

富 永 康 弘
峯 　 孝 友

峯 　 孝 友
西 嶋 　 淳

鄭 　 泰 秀

小 林 　 博

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

佐 藤   穣
担 当 医
担 当 医 担 当 医

担 当 医
担 当 医

担 当 医 担 当 医担 当 医
担 当 医 担 当 医

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子

古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎
田﨑　彩子 田中信一郎 田中信一郎

田﨑　彩子
佐 野 宏 徳
　

佐 野 宏 徳
　

山下勝弘
（再来のみ）泉原昭文

（再来のみ）山下勝弘
（新患のみ）泉原昭文

藤 岡 裕 士

藤 岡 裕 士
（再来のみ）

山 下 勝 弘

安 部 俊 弘
前 田 祥 成

原 野 　 恵坂 口 栄 樹柳 井 秀 雄坂 口 栄 樹原 野 　 恵
千 原 大 典

中 鉢 龍 徳
千 原 大 典中 鉢 龍 徳

蘓 村 秀 明

安 部 俊 弘
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

佃 　 利 信
河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊

佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊河 村 光 俊

佃 　 利 信佃 　 利 信佃 　 利 信佃 　 利 信
河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊

（再診のみ）
河 村 光 俊

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

河 村 洋 行
伊原公一郎

鄭 　 泰 秀

西 嶋 　 淳 西 嶋 　 淳 西 嶋 　 淳

小 林 　 博

村 上 直 子
星 　 文 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

林 　 公 一

担 当 医

徳 久 弓 恵
（予約のみ）

担 当 医 担 当 医
担 当 医
担 当 医

担 当 医 担 当 医 担 当 医
担 当 医

午前

午後第1・3・5
第2・4
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　　（新来）

　　（新来）
　　（再来）

　　（再来）

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午前

午前

午後（入院）

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間
午前
午後

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療
【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

生活習慣病センター
【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

受付時間：午前８：３０～１１：３０　  

　　　　 午後　各診療科外来にお問い合わせください 

★土曜・日曜・祝祭日は休診

★臨時休診は各外来窓口に掲示

★地域医療連携室 

TEL（０８３）241－1191（2561又は2377）

FAX（０８３）２４１－１３０２（連携室直通） 

FAX（０８３）２４１－１３０８（透析センター直通） 

24（じかん）いつでもいいきゅうきゅう

〒７５２－８５１０　下関市長府外浦町１番１号

TEL（０８３）２４１－１１９９　

FAX（０８３）２４１－１３０１

  

Ｈ  Ｐ  http://www.hosp.go.jp/̃kanmon/

国立病院機構 関門医療センター

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）

　　（再来）

臼 井 麻 子 臼 井 麻 子 臼 井 麻 子 臼 井 麻 子 臼 井 麻 子

石 津 昌 直 石 津 昌 直 石 津 昌 直 石 津 昌 直 石 津 昌 直
（9時30分から）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（予約のみ）（予約のみ）

（11時以降予約のみ）

（受付時間11時まで）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

　　（予約新患）午前

（奇数月【新来】）

（偶数月【新来】）

　　（再来）午後

183号

平成30年3月

下関市長府外浦町1番1号 発行責任者 /病院長 林　弘人 アートネクスト

①

Speed
Standard&Safety

Smile

　

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
に
初
期
臨

床
研
修
医
と
し
て
赴
任
し
て
早
く

も
2
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。新
年
度
の
勤
務
先
も
決
ま
り

異
動
の
手
続
き
等
で
慌
た
だ
し
く

過
ご
し
て
い
る
と
、ち
ょ
う
ど
2
年

前
に
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
に
赴
任

す
る
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
振
り
返
って
み
る
と
当
時
、当

セ
ン
タ
ー
で
の
初
期
臨
床
研
修
が

始
ま
る
こ
と
に
喜
び
と
期
待
感
に

満
ち
て
い
ま
し
た
が
、同
時
に
新
た

に
従
事
す
る
職
務
へ
の
責
任
か
ら

緊
張
と
不
安
も
大
き
か
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

初
期
臨
床
研
修
で
は
、各
診
療

科
を
そ
れ
ぞ
れ
数
か
月
回
り
、指

導
医
の
先
生
方
の
監
督
、指
導
の

も
と
診
療
業
務
に
携
わ
り
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
2
年
前
の
春
、初
め
の

頃
は
何
を
す
る
に
も
不
安
で
し
た

が
、指
導
医
の
先
生
方
に
は
根
気

強
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。『
こ
の

患
者
さ
ん
の
診
断
を
つ
け
る
に
は

ど
の
よ
う
な
検
査
を
計
画
す
る
必

要
が
あ
る
か
？
』『
こ
の
疾
患
で
は

ど
の
よ
う
な
治
療
が
必
要
か
？
』

な
ど
の
質
問
を
さ
れ
て
も
十
分
な

答
え
は
返
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、精
一
杯
調
べ
、

自
分
な
り
に
考
察
し
、そ
れ
に
対

す
る
先
生
方
か
ら
の
振
り
返
り
を

通
じ
て
知
識
を
深
め
る
き
っ
か
け

を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、医
師
と

し
て
求
め
ら
れ
る
態
度
や
、時
に

は
医
師
と
し
て
の
人
生
観
な
ど
聴

く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

2
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を

振
り
返
る
と
数
多
く
の
貴
重
な
出

医
師
と
し
て
の
出
発
点
と
な
っ
た
２
年
間

「
初
心
」を
胸
に
再
ス
タ
ー
ト

医
師
と
し
て
の
出
発
点
と
な
っ
た
２
年
間

「
初
心
」を
胸
に
再
ス
タ
ー
ト

場
所
で
す
。『
初
心
に
か
え
る
』と
い

う
言
葉
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

医
師
と
し
て
の『
初
心
』は
、こ
の
地

で
初
期
研
修
に
従
事
し
て
い
た
こ
の

2
年
間
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、折
に
触
れ
自
分
の
歩
ん

で
き
た
医
師
人
生
を
振
り
返
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、関
門

医
療
セ
ン
タ
ー
で
過
ご
し
た
日
々
が

出
発
点
と
な
り
ま
す
。患
者
さ
ん

を
通
じ
て
学
び
、指
導
医
の
先
生

方
や
同
期
の
研
修
医
た
ち
、医
療

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
過
ご
し
た
大
切

な
時
間
を
糧
に
、今
後
の
医
師
人

生
を
再
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

医師になった喜びと期待感に満ちた辞令交付式

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。指
導
医
の

先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、身

近
な
と
こ
ろ
で
は
15
人
の
同
期
の

初
期
研
修
医
と
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
1
学
年
上
の
先
輩
研
修
医

が
い
て
、2
年
目
研
修
医
に
な
る
と

1
学
年
下
に
新
た
に
後
輩
研
修

医
が
入
って
く
れ
ま
し
た
。日
常
診

療
で
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
り
、

勉
強
会
を
通
じ
て
議
論
し
た
り
と

業
務
で
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、時
間
外
で
も
飲
み
会
や
遊

び
に
出
か
け
た
り
と
密
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

初
期
研
修
医
の
人
数
が
2
学

年
あ
わ
せ
る
と
30
人
近
く
と
大

所
帯
で
す
が『
切
磋
琢
磨
』と
い
う

言
葉
そ
の
も
の
に
、お
互
い
刺
激
を

受
け
、共
に
学
び
2
年
間
の
研
修

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

日
常
業
務
で
は
看
護
師
さ
ん
、薬

剤
師
さ
ん
、リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
方
、

検
査
技
師
さ
ん
な
ど
他
職
種
の

方
々
の
お
力
を
頂
く
場
面
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、患

者
さ
ん
を
中
心
と
し
て
多
く
の
ス

タ
ッフ
に
よ
って
支
え
ら
れ
て
い
る
と

実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
は
医
師
人

生
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

『
2
年
間
の
初
期
研
修
を
振
り
返
っ
て
』

『
2
年
間
の
初
期
研
修
を
振
り
返
っ
て
』

菊野　亮栄
きくの あきひさ

臨床研修医

新しい医師人生のスタート（臨床研修修了式）



手拍子を交えた活気あふれるゴスペル

　

平
成
30
年
2
月
28

日（
水
）ゴ
ス
ペ
ル　

ク
ワ

イ
ア　

ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
皆

様
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ

い
」や「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」等
お
な
じ
み
の
曲

か
ら
本
格
的
な
讃
美
歌

ま
で
多
彩
な
曲
目
を
披

露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

手
拍
子
も
交
え
な

が
ら
の
活
気
あ
ふ
れ
る

歌
声
に
患
者
さ
ん
も

大
変
元
気
付
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ボランティア
イベント

【ゴスペルコンサート】【ゴスペルコンサート】

②平成30年3月

部
署
紹
介

部
署
紹
介
〜
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
〜

〜
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
〜

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
理
学
療

法・作
業
療
法・言
語
聴
覚
療
法
部
門

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、総
勢
30
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。患

者
さ
ん・ご
家
族
と
共
に
、土
日・祝
日

を
含
む
3
6
5
日
体
制
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

集
中
治
療
室
や
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
病
棟
、急
性
期
病
棟
、地
域
包
括

支
援
病
棟
の
各
機
能
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
を
提
供
し
て
お
り
、患

者
さ
ん
が
一
日
も
早
く
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、根
拠
の

あ
る
治
療・訓
練
を
提
供
で
き
る
よ
う

日
々
、自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

疾
患
に
よ
り
移
動
・日
常
生
活
動

作
・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な

障
害
が
生
じ
た
結
果
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
が
必
要
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
、

私
た
ち
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
失
わ
れ

た
機
能
の
回
復
を
促
し
、残
存
能
力

を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
の
治
療・訓

練
を
行
い
つ
つ
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
ご
意
向
を
確
認
し
な
が

ら一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支

援
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
、

常
に
医
師
や
看
護
師
、地

域
連
携
室
な
ど
の
多
職
種

と
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
４
階
に
位

置
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
は
、広
く
明
る
い
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

大
き
な
窓
か
ら
穏
や
か
な

関
門
海
峡
を
眺
め
る
こ
と

365日体制でリハビリを応援します

が
で
き
ま
す
。明
る
い
日
差
し
と

と
も
に
、患
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ

が
密
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
築

き
な
が
ら
快
適
な
環
境
で
リ
ハ

ビ
リ
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

地域医療者のための学習会「関門フォーラム」（予定）
14：00～17：00　関門医療センター3階　研修ホール

5月19日（土）「山口栄養サポートネットワーク（知らなきゃソン塾）」

4月22日（日）「認知症の予防と早期発見」

市民の方はどなたでもご自由に参加できます
認知症看護認定看護師 原田　聖三

内容 ： 講義・症例報告など 栄養管理室

日曜日の朝は「サンデー健康応援講座」（予定）
関門医療センター3Fホール毎月第4日曜日10：00～11：00

医療関係者の方は専門性を問わず、ご自由に参加できます

　

２
月
２
日（
金
）北
九
州

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー　

総

合
診
療
科
主
任
部
長　

眞
柴
晃
一
先
生
に
よ
る
総

合
診
療
・
感
染
症
に
関
す

る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
自
身
も
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
き
、日
々
の
診
療
に

役
立
つ
考
え
方
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療

科
で
も
他
院
で
診
断
困
難

で
あ
っ
た
症
例
に
出
会
う

機
会
は
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
原
因
不
明
の
発
熱
、

「
不
明
熱
」の
患
者
さ
ん
は

季
節
、年
齢
を
問
わ
ず
数

多
く
来
院
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
も

「
感
染
症
の
考
え
方・プ
ロ

セ
ス
」の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
、

真
柴
先
生
が
出
会
っ
た

貴
重
な
症
例
を
ご
提
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
の
生
活
環

境
を
知
る
こ
と
、感
染
源

を
推
察
し
て
い
く
こ
と
、

生
育
歴
か
ら
遺
伝
性
の

ご
病
気
の
可
能
性
を
考

え
る
こ
と
、免
疫
状
態
に

よ
っ
て
は
重
篤
な
感
染
症

に
罹
患
す
る
可
能
性
を
念

頭
に
置
く
こ
と
な
ど
、普

段
の
診
療
の
中
で
抜
け
落

ち
て
し
ま
い
が
ち
な
重
要

な
考
え
方
を
、ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
の
内
容

を
活
か
し
て
、身
近
な
症

例
か
ら
ご
く
ま
れ
な
症
例

ま
で
、様
々
な
患
者
さ
ん

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

診
療
に
当
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「外来診療でCommonに紛れる Uncommonを拾う」「外来診療でCommonに紛れる Uncommonを拾う」

松﨑　千佳
まつざき ちか

臨床研修医

北九州市立医療センター　眞柴晃一先生

関
門
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
29
年
度
看
護
研
究

発
表
会
を
終
え
て

平
成
29
年
度
看
護
研
究

発
表
会
を
終
え
て

日々の疑問を看護の質の向上へとつなげていきます日々の疑問を看護の質の向上へとつなげていきます

　

2
月
17
日（
土
）平
成
29
年
度

看
護
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

看
護
者
の
倫
理
綱
領
の
条
文

に「
看
護
者
は
、研
究
や
実
践
を

通
し
て
、専
門
的
知
識
・
技
術
の

創
造
と
開
発
に
努
め
、看
護
学

の
発
展
に
寄
与
す
る
」と
あ
り

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は「
看
護
の
質

の
向
上
」を
目
指
し
、毎
年
各
部

署
が
看
護
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
口
腔
ケ
ア
に
関
す

る
こ
と
、身
体
抑
制
実
施
減
少

に
向
け
た
関
わ
り
、地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
の
退
院
支
援
に
関
す

る
こ
と
、手
術
室
看
護
師
の
手

荒
れ
予
防
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組

み
、発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
署
の
看
護
研
究
の
取
り

組
み
か
ら
発
表
ま
で
は
、看
護

部
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
た『
看

護
研
究
部
』が
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、1
年
間
を
通
し
て
九

州
大
学
医
学
研
究
院
保
健
学

部
門
の
宮
園
真
美
先
生
に
ご
指

導
を
頂
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
看
護
研
究
部
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
研
究
に
関
わ
る
中

で
、新
た
な
気
づ
き
や
看
護
研
究

の
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。看

護
研
究
は
、日
々
の
看
護
の
中
で

抱
い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や

悩
み
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

日
常
の
疑
問
を
大
切
に
し
、

看
護
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
看
護
に
活
か
し
、看
護
の
質

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮里　亜紀子
みやざと あきこ

教育担当師長

平成30年3月③

　

生
活
習
慣
病
は
、主
に
生
活

習
慣
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気

の
こ
と
で
、高
血
圧
、脂
質
異
常

症
、糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
の
病
気
は
、健
康

寿
命
の
阻
害
要
因
と
な
る
だ

け
で
は
な
く
、医
療
費
や
介
護

給
付
費
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
た
め
、疾
病
予
防

と
健
康
増
進
、介
護
予
防
な
ど

の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

泉川　みお
いずみかわ

栄養士

サ
ン
デ
ー
健
康
応
援
講
座

ギ
ー
を
補
う
た
め
、そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
ま
す
。

（
図
１
）

　

最
後
に
、次
の
点
に
注

意
し
て
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

①
朝
、昼
、夕
の
3
回
の
食

事
を
規
則
正
し
く
と
り

ま
し
ょ
う
。

②
夜
遅
い
時
間
に
ま
と

め
食
い
を
す
る
と
、内
臓

脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
や
す

く
な
る
の
で
、気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

③
1
人
分
ず
つ
、お
皿
に

盛
り
分
け
て「
食
べ
過
ぎ
」

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

④
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん

で
、「
食
べ
過
ぎ
」を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
事
の
最
初
に
、野

菜
、き
の
こ
、海
草
類
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
て
、胃
袋
を

み
た
し
、ご
飯
や
肉
な
ど

の「
食
べ
過
ぎ
」を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
朝
、昼
、夕
食
以
外
の
間

食
は
、活
動
量
に
あ
わ
せ

て
、利
用
す
る
回
数
や
量

を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

お
り
、体
重
の
内
容（
脂
肪

量
、筋
肉
量
、骨
量
、水
分

量
）ま
で
は
わ
か
ら
な
い
た

め
、体
脂
肪
率
と
合
わ
せ

て
評
価
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
た
、適
正
な
体

重
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、食
事
の
量
を

適
切
に
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。そ

の
場
合
、食
事
内
容

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

三
大
栄
養
素（
炭
水

化
物
、脂
質
、た
ん
ぱ

く
質
）か
ら
エ
ネ
ル

　

生
活
習
慣
病
は
、日
常
生
活

の
中
で
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
、適
度
な
運
動
、禁

煙
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。ま
ず
、食
事
内
容
を
見

直
す
た
め
に
は
、自
分
の
現
在

の
体
重
が
適
正
で
あ
る
か
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。適
正
体

重
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て

B
M
I
＝
肥
満
度
指
数　

体

重
（kg）
÷
身
長
（m）
が
あ

り
、B
M
I
は
22
が

も
っ
と
も
病
気
に
な
り

に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。（
表
１
）

　

し
か
し
、B
M
I
は
身

長
と
体
重
だ
け
を
見
て

18.5未満

18.5 ～ 25未満

25 ～ 30未満

30 ～ 35未満

35 ～ 40未満

40以上

ＢＭＩ 判定

低体重

普通体重

肥満（1度）

肥満（2度）

肥満（3度）

肥満（4度）

表１.日本肥満学会による肥満の判定基準

図１.三大栄養素のエネルギー比率
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